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エグゼクティブサマリー

◼ 地域幸福度（Well-Being）指標活用・展開の軸の１つである「ローカル指導者の育成」として2023年度
よりスタートしたOASIS研修は、2回転目、3回転目の研修を実施する自治体やマスターを実施する民間企業
も複数出始めており、産官学民連携に繋がる動きが着実に進捗。

◼ OASIS研修の修了者が講師となっての研修、更にデジタル庁Well-Being指標活用推進ファシリテーターとし
てもワークショップを行うなど、指標活用のすそ野を広げる活動が始まり、自治体職員に加えて市民・学生へのノ
ウハウ展開も始まった。

◼ 「ローカルな産官学民エコシステムの拡大」を目的とした１Dayセミナー、キャラバン・セミナー、ワークショップも
開催数・参加者数ともに、前回検討会（昨年10月17日付）時点での見込みを上回る実績。全国初の高
校生によるワークショップも開催。COI-NEXT、内閣部SIP等の他政策分野や国連、世銀等との連携も実現。

◼ 更なる指標活用推進に向けて、各種メディアでの情宣やイベント出展等（例：CEATEC）を継続。昨年10
月に立ち上げたデジタル化横展開推進協議会内の「Well-Being指標推進・展開プロジェクトコミュニティ」
では7つのチームが指標を活用した活動等の横展開を官民のオープンな協議の中で検討中。
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目 次

◼ OASIS等研修実施状況

◼ 活用促進・連携・情宣

◼ 活用事例ご紹介

別府市・立命館アジア太平洋大学
黒部市社会福祉協議会

「地域幸福度（Well-Being）指標活用・展開は、3軸での推進がキー」

（第5回（本年3月25日）検討会資料P3より抜粋）
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（Practitioner/Master 認定者）

Practitioner（累計） Master（累計）

（実績） （見込）

WBPD OASIS プログラム 実施状況
既存の４コース（ガバメント、ビジネス、エグゼクティブ、マスター）に加え、新たにオンラインコースを開始。

（人）

※プログラム終了日基準でカウント

（実績） （見込）

実施団体（開催日程順、※2回転目／★3回転目／■ビジネス・マスター開催）

自治体：会津若松市※、浜松市★、渋谷区、東広島市★、千葉市、加古川市★、山口県、前橋市※、鎌倉市、三島市、小田原市※、静岡県※、姫路市、尾道市※、
別府市、下関市、東京都（含.豊島区、杉並区、調布市等）、草津市★（令和７年度に2回） 、市原市（令和７年度）、富良野市（令和７年度）

民間企業：東京海上日動火災、TIS ■、富士通、インテージ、地域創生Coデザイン研究所■、LIFULL、静岡新聞社、アイシン※ 、立命館大学、立命館アジア太平
洋大学、別府大学・大学院、静岡新聞社、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング

第6回検討会時点での
本年度末修了予定者数467名。
来年度の終了予定者は200人超の見込。

第6回検討会（10月8日）時点での
本年度末実施団体は28団体の見込で
あったが、それを上回る実績。
更に来年度も11団体が研修開催予定。
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第6回検討会時点での
本年度末見込 1083人
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１Day研修、ワークショップ（リアル／オンライン）実施状況
１Day研修、ワークショップ（オンライン/リアル）は、市民、NPO等団体など自治体職員以外の参加も。デジタル化横展開推進協議会でも開催。

（実績） （見込）

開催団体（開催日程順、赤字：前回より追加）

デジタル庁 1Day研修：浜松市、横浜市、会津若松市、兵庫県、石川県（石川県、能美市、加賀市、小松市）
デジタル庁 キャラバンワークショップ：小田原市、前橋市、東広島市
OASIS １Day：世田谷区、鎌倉市官民研究会（鎌倉市、カヤック、ヤマハ発動機、江ノ島電鉄、東京海上日動火災等17社）、草津市、東京都若手議員、LIFULL、埼玉県横瀬町、

富良野市、横浜市、横浜市議会、8市連携市長会議（横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、藤沢市、逗子市、大和市、町田市）、日本ガス協会、黒部市福祉協議会
（2回）、行政デジタル改革共創会議（通称：デッカイギ）、日本ファシリテーション協会、SCI-Japan、調布市（令和7年度）、前橋市（3回）、栃木県芳賀町

（実績） （見込）

第6回検討会時点での
本年度末見込 31団体
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大学・大学院での講義、ゲーミフィケーションを通じたウェルビーイング指標
活用教育 ５つの大学・大学院での授業や集中講座を開講。金沢工業大学SDGs推進センターのカードゲーム体験会も各地で開催。

「コレクティブインパクトゲーム」
地域幸福度（Well-Being）指標の活用を
促すために考案されたカードゲーム
金沢工業大学がSCI-Japan、東京海上日動
火災保険、LODUと共同で製品化
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OASIS研修・講演活動、体験会の様子

横浜市議会議員研修会（横浜市議会議長主催）デジタル庁（デジタル化横展開推進協議会主催）

黒部市社会福祉協議会（県立桜井高等学校） 別府市（市職員、大学生、留学生参加） 自治体シンクタンク研究交流会議（鎌倉市）
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別府市・立命館アジア太平洋大学
黒部市社会福祉協議会

「地域幸福度（Well-Being）指標活用・展開は、3軸での推進がキー」

（第5回（本年3月25日）検討会資料P3より抜粋）
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活用促進・連携・情宣
国際機関を含む、産官学民連携による地域幸福度（Well-Being）指標の応用的活用

COI-NEXT産学官連携国際シンポジウム
（横浜市立大学・横浜市）

日立東大ラボ 産学協創フォーラム

COI-NEXT循環創造学シンポジウム
（慶応義塾大学・鎌倉市）

内閣府SIPシンポジウム（産総研・東京大学等）

世界銀行（SCIJ・千葉市・横浜市・尾道市） 第13回アジア・スマートシティ会議（横浜市）
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活用促進・連携・情宣
機関誌、市の広報サイト、Web等各種メディアを通じた情報発信、活動紹介

横浜市ホームページ 「市会の広報」
（2024年12月6日掲載）

中日新聞Web、gooニュース（富山県黒部市）
（2025年1月16日掲載）

前橋市広報誌「広報まえばし」
（2025年2月号（NO.1719）掲載）

関西財界セミナー 第6分科会(都市経営) 登壇
（神戸新聞NEXT 2025年2月6日掲載）

桜井高等学校ホームページ
（2025年1月17日掲載）

YOKOHAMA International Open Data
Day in Yokohama登壇（2025年3月8日）CEATEC日本

（ブース出展、2024年10月15~18日）

日本ウェルビーイング推進協会
（和歌山県南部町・福井県高浜町）

（2025年2月開催）
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活用促進・連携・情宣
機関誌、市の広報サイト、Web等各種メディアを通じた情報発信、活動紹介

国連
「Quality of Life Conference 2024」

（2024年11月27日 YouTube公開） PIAZZA「WELL MACHI」
（2024年12月23日 掲載）

環境情報科学センター「環境情報科学」
（53巻3号、2024年10月31日発行）

Kurrant 「Smart City Expo World 
Congress Barcelona 2024」

（2024年11月5～7日）

国連Quality of Life Initiative 「World 
Urban Forum」（2024年11月 公開）

TOMORROW CITY 「Smart City Expo 
World Congress Barcelona 2024」

（2024年11月25日 公開）

Cityscape Global 2024（サウジアラビア）
（2024年11月11～14日）

TECH MONITOR誌 インタビューコメント
（2024年10～12月号 掲載）
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デジタル化横展開推進協議会 Well-Being指標推進・展開プロジェクト・コミュニティ
7つのチームの成果・取組状況、スケジュール

◼ 総勢216名、7チームにて昨年10月にキックオフ。12月、2月の定例会議にて各チームの進捗報告と意見交換を実施
◼ 3月26日に全体会議を開催し、各チームの中間報告を実施予定

① ファシリテーター育成・Well-Being指標活用展開チーム（120名）
• 10月にデジタル庁にてワークショップを開催。3月にWB Week 2025に参加。

WB指標説明、ダッシュボード操作体験を実施
• コミュニティ組織内でワークショップ開催を積み重ね、WB指標の認知度向上を図っていく

② Well-Beingワード・イベント・メディアチーム（93名）
• 12月にローカル版WBアワード説明会のウェビナーを実施（主に自治体向け）。
アワードを起点に イベント・メディアを検討中

• ローカル版WBアワードを横展開し、2026年3月に全国版WBアワード実施を目指す

③ Well-Being因子・サービスカタログマッピングチーム（51名）
• WB因子とその向上策として紐づき得るデジタルサービスカタログのマッピングを実施中。
サービスカタログコミュニティとも連携

• WB因子とサービスのマトリクス対照表を中心に、より利活用しやすい形になるよう、運用
方法を検討中

④ 政策デザイン・予算編成 ベストプラクティス共有チーム（111名）
• WB指標を活用した政策形成、予算編成等を整理・体系化するため、自治体へのヒア
リングを実施

• ヒアリング内容に基づく自治体や民間企業等が参考にできるベストプラクティス集を作成
中。公開可能部分を編集して、公開予定

⑤ データ支援ツール開発チーム（63名）
• データの分析・可視化ツールの利用拡大とユースケース・展開シナリオを整理中
（例：コレクティブインパクトゲーム、WB可視化アプリの普及）

• 全体像把握の為のツールに関するカオスマップ作成、各ツールの役割とWB指標の関係
を整理中

⑥ ファンド・データ共有チーム（28名）
• 毎年デジタル庁予算にて実施される主観的幸福度のアンケートデータに加え、自治体・
企業が独自調査を実施したデータの活用やその二次利用を促進するための新しいファン
ドスキームを検討中。2026年7月からのファンドスキーム運用開始を目指す

⑦ Well-Being指標活用ファイナンスチーム（59名）
• 11月、2月に勉強会を開催し、WB指標を活用したファイナンススキーム（SIB、PFS、
ふるさと納税、寄付、遺贈等）検討を実施

• 一つの新たな事例実現に向けて、小口のスキーム開発も含めて、他のチームとも連携し
て検討を進める

※カッコ内の数字はチーム所属メンバー数
   複数のチームへ参加するメンバーがいるため、各チーム参加人数の単純合算とは異なる

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月

◆

キックオフ会議

◆

定例会議

◆

定例会議

◆

中間報告

（26日）

◆

総会報告

（予定）

2024年 2025年
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◼本資料は、信頼できると思われる各種公開情報・オープンデータ等に基づいて作成されていますが、当法人はその正確性、完全性を保証
するものではありません。

◼本資料に基づくご利用者様の決定、行為、及びその結果について、当法人は一切の責任を負いません。ご利用にあたっては、ご利用者
様ご自身でご判断くださいますようお願い申し上げます。

◼本資料は、著作物であり、著作権法に基づき保護されています。著作権法の定めに従い、引用する際は、必ず、出所：一般社団法人
スマートシティ・インスティテュートと明記してください。

本資料のご活用に向けて
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